
【
私
の
一
冊
】 

 

『
あ
き
ら
め
な
い 

働
く
女
性
に
贈
る
愛
と
勇
気
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
木 

厚
子 

著 

（
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
人
文
庫
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
原 

福
美 

そ
の
人
は
凛
と
し
て
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
人
だ
っ
た
。
初
対
面
の
私
に
対
し
て
、
謙
虚
で
温
か
い
笑
顔
を
見
せ
た
。
彼
女
の
名
は
村
木
厚

子
さ
ん
。
元
厚
生
労
働
省
事
務
次
官
で
、
２
０
０
９
年
に
郵
便
不
正
事
件
で
冤
罪
を
着
せ
ら
れ
た
、
そ
の
人
だ
。 

こ
の
『
あ
き
ら
め
な
い 

働
く
女
性
に
贈
る
愛
と
勇
気
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
は
、
女
性
キ
ャ
リ
ア
官
僚
と
し
て
仕
事
も
家
庭
も
あ
き
ら
め

な
い
生
き
方
と
、
突
然
の
逮
捕
、
勾
留
を
経
て
無
罪
を
勝
ち
取
る
ま
で
の
彼
女
と
家
族
、
支
援
者
の
記
録
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
番
共
感
し

た
の
が
、
彼
女
が
拘
留
中
に
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
た
言
葉
「
食
べ
て
眠
れ
ば
人
生
何
と
か
な
る
」。
こ
の
魔
法
の
言
葉
に
私
自
身
何

度
励
ま
さ
れ
、
勇
気
を
も
ら
っ
た
こ
と
か
。
様
々
な
困
難
に
ぶ
つ
か
る
た
び
に
呟
い
た
。「
食
欲
、
睡
眠
Ｏ
Ｋ
。
私
は
大
丈
夫
。
ま
だ
や

れ
る
」
と
。
そ
し
て
、
感
銘
を
受
け
た
の
が
そ
の
謙
虚
な
人
柄
。
少
女
時
代
に
人
見
知
り
だ
っ
た
著
者
は
父
の
教
え
か
ら
「
ず
っ
と
働
き

続
け
ら
れ
る
」
職
業
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
官
僚
を
選
ん
だ
。
し
か
し
、
超
優
秀
な
先
輩
職
員
と
同
じ
よ
う
に
は
で
き
な
い
、
そ
れ
で
も
「
平

々
凡
々
な
村
木
さ
ん
で
も
仕
事
も
子
育
て
も
な
ん
と
か
で
き
た
」
と
、
後
輩
職
員
に
思
っ
て
も
ら
え
る
、
そ
ん
な
「
普
通
の
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
に
な
り
た
い
」
と
考
え
て
い
た
こ
と
。
そ
ん
な
彼
女
だ
か
ら
こ
そ
、
過
酷
な
拘
留
生
活
を
辛
抱
強
く
、
一
日
一
日
を
大
事
に
前
向
き
に

乗
り
切
れ
た
の
だ
と
思
う
。
さ
ら
に
は
、
勾
留
中
に
、
生
き
づ
ら
さ
か
ら
犯
罪
に
手
を
染
め
て
し
ま
っ
た
若
い
女
性
が
多
い
こ
と
を
知
っ

て
、
退
官
後
は
そ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
。 

そ
の
村
木
さ
ん
に
、
熊
本
市
男
女
共
同
参
画
課
長
だ
っ
た
２
０
１
９
年
６
月
、
市
主
催
講
演
会
の
講
師
を
お
願
い
す
る
機
会
を
得
た
。

演
題
は
「
人
生
１
０
０
年
時
代
、
あ
な
た
は
ど
う
生
き
ま
す
か
～
新
時
代
か
ら
の
挑
戦
～
」。
申
込
開
始
か
ら
２
時
間
で
定
員
に
な
る
盛

況
ぶ
り
だ
っ
た
。
講
演
の
中
で
、
初
め
て
課
長
と
し
て
単
身
赴
任
し
た
が
、
子
連
れ
の
た
め
警
戒
さ
れ
ず
周
囲
の
温
か
い
協
力
で
激
務
を

乗
り
切
っ
た
と
語
っ
た
。
そ
の
経
験
か
ら
ポ
ス
ト
が
上
が
る
の
は
階
段
を
一
段
上
が
る
の
と
同
じ
、
見
え
る
景
色
が
変
わ
る
、
オ
フ
ァ
ー

や
昇
進
の
打
診
が
来
た
ら
必
ず
受
け
て
欲
し
い
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。
ま
た
、
少
子
高
齢
社
会
と
な
っ
た
今
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
生

き
抜
く
た
め
に
学
び
直
し
や
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
た
。
さ
ら
に
、「
個
人
の
仕
事
の
射
程
距
離
」
に
も
触
れ
、
仕
事
は 

「
広
く
浅
く
、
時
々
深
く
」
で
、
関
連
の
な
い
様
々
な
業
務
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
経
験
が
後
で
繋
が
り
掛
け
算
で
ス
キ
ル
が
向
上
す
る
と

も
話
し
た
。 

 

人
生
に
は
い
つ
何
時
、
誰
に
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
突
然
の
逮
捕
、
勾
留
の
経
験
か
ら
、「
あ
き
ら
め
な
い
心
を
持
つ
こ
と
が

大
切
、
そ
う
す
れ
ば
必
ず
乗
り
越
え
ら
れ
る
」
と
、
こ
の
本
は
教
え
て
く
れ
た
。 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
熊
本
消
費
者
協
会
副
会
長
） 
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開
催
迫
る
！ 

熊
本
子
ど
も
の
本
の
研
究
会 

設
立
40
周
年
記
念
公
開
講
座 

講 

師 
 

さ
く
ま
ゆ
み
こ
さ
ん
（
翻
訳
家
） 

テ
ー
マ 

「
本
は
世
界
に
つ
な
が
る
窓
」 

日 

時  
 

９
月
10
日
（
日
）
10
時
～
12
時 

 
 
 

開
場
９
時
30
分 

会 

場  
 

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア 

10
階 

会
議
室
７ 

参
加
費  

一
般
（
中
学
生
以
上
）
７
０
０
円 

会
員
５
０
０
円 

当
日
、受
付
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

参
加
希
望
者
は
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
電
話
番
号
・
会

員
か
非
会
員
か
を
明
記
の
上
、
左
記
宛
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

 
E-mail 

koukai@kodomonohon.org 

募
集
は
先
着
40
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）。  

 
 

⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 

★
40
周
年
記
念
公
開
講
座
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す 

 

事
前
打
合
せ
や
準
備
会
へ
の
参
加
、
当
日
の
準
備
や
後

片
付
け
を
お
手
伝
い
願
い
ま
す
。
さ
く
ま
さ
ん
と
身
近
に

お
話
し
で
き
る
機
会
も
あ
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の

参
加
が
可
能
な
方
は
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

（
公
開
講
座
担
当 

 

安
田
・
古
上
・
木
村
・
堀
畑
） 

koukai@kodomonohon.org 

参
加
者
募
集 

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
「
グ
リ
ム
童
話
の
魅
力
」 

日
時 

８
月
27
日
（
日
）
10
時
～
12
時 

講
師 

竹
内
識
晃
（
絵
本
専
門
士
） 

  

本
講
座
で
は
、
『
グ
リ
ム
童
話
集
』
が
も
つ
魅
力
を

紹
介
し
ま
す
。
昨
年
８
月
の
講
座
で
は
、
グ
リ
ム
兄
弟

の
業
績
と
グ
リ
ム
童
話
の
研
究
方
法
の
違
い
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
読
み
（
解
釈
）
が
あ
る
こ
と
を
お
話
し
ま
し

た
。
今
回
か
ら
『
グ
リ
ム
童
話
集
』
を
翻
訳
で
読
み
進

め
ま
す
。
講
座
の
各
回
で
グ
リ
ム
童
話
１
話
を
読
む
予

定
で
す
。
今
回
の
講
座
で
は
「
灰
か
ぶ
り
」
を
取
り
上

げ
ま
す
。
「
灰
か
ぶ
り
」
の
英
語
名
は
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」

で
す
。
「
灰
か
ぶ
り
」
を
読
み
解
き
、
そ
の
類
話
と
比

較
し
な
が
ら
、
グ
リ
ム
童
話
の
魅
力
を
お
話
か
ら
探
り

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
「
灰
か
ぶ
り
」
の
絵
本
や
映
像
作

品
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。
グ
リ
ム
童
話
の
世
界
を

様
々
な
側
面
か
ら
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
参
加
者
の

皆
様
と
意
見
交
換
す
る
時
間
も
つ
く
り
ま
す
。
グ
リ
ム

童
話
を
初
め
て
読
む
方
も
大
歓
迎
で
す
。
な
お
、
講
座

で
は
資
料
を
配
布
し
ま
す
。    

         

（
竹
内
） 

申
し
込
み
は
左
記
メ
ー
ル
に
お
願
い
し
ま
す
。 

zoom @kodomonohon.org 

締
め
切
り 

８
月
20
日
（
日
） 

 参
加
者
募
集
「
子
ど
も
と
大
人
の
読
書
会
」 

日
時 

９
月
３
日
（
日
）
10
時
～
12
時 

場
所 

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
） 

課
題
図
書 

小
学
生
の
部
『
び
り
っ
か
す
の
神
さ
ま
』 

 

（
岡
田
淳
著
、
偕
成
社
）、
中
学
生
の
部
『
星
の
王
子
さ

ま
』（
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
著
、
ど
な
た
の
翻
訳
で
も

構
い
ま
せ
ん
） 

申
し
込
み 

zoom @kodomonohon.org 

  

報
告 

２
０
２
３
年
度 

通
常
総
会 

 

日 

時 
 

６
月
25
日(

日) 

11
時
～
11
時
25
分 

場 

所 
 

熊
本
市
現
代
美
術
館
会
議
室 

出
席
者
数 

44
名
（
う
ち
評
決
委
任
者
36
名
） 

正
会
員
数
53
名 

定
款
26
条
に
あ
る
定
足
数
「
正
会
員

の
半
数
以
上
の
出
席
」
を
充
足
し
、
本
総
会
は
成
立
。 

 

森
正
人
議
長
の
も
と
、
総
会
資
料
に
従
っ
て
以
下
の

審
議
が
進
め
ら
れ
、
全
て
承
認
さ
れ
た
。 

第
１
号
議
案 

定
款
変
更 

 

役
員
改
選
総
会
の
終
結
を
も
っ
て
現
役
員
の
任
期
が

終
了
す
る
よ
う
に
す
る
規
定
の
追
加
。 

第
２
号
議
案 

22
年
度
事
業
報
告 

第
３
号
議
案 

22
年
度
活
動
決
算
報
告(

含
む
監
査
報
告) 

第
４
号
議
案 

23
年
度
事
業
計
画 
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第
５
号
議
案 

23
年
度
活
動
予
算 

第
６
号
議
案 

役
員
改
選 

横
田
真
理
事
、
小
川
芳
宏
理
事
、

森
正
人
理
事
、
村
上
輝
和
理
事
、
世
良
喜
久
子
理
事
、
増
田
素
美

子
理
事
、
興
津
暁
子
監
事
が
重
任
、
横
田
恵
美
理
事
、
園
田
舞
監

事
が
新
任
。
鈴
木
福
江
理
事
と
梅
元
計
吾
監
事
の
２
名
が
退
任 

 

報
告 

２
０
２
３
年
度 
通
常
総
会
後
理
事
会 

 

日 

時 

６
月
25
日(

日) 

11
時
25
分
～
11
時
半 

場 

所 

熊
本
市
現
代
美
術
館
会
議
室 

出
席
者
数 

７
名
（
理
事
総
数
７
名
） 

 

横
田
真
理
事
が
議
長
と
な
り
以
下
の
と
お
り
審
議
し
、

承
認
さ
れ
た
。 

議
事
録
署
名
人
に
は
森
正
人
理
事
と

横
田
恵
美
理
事
が
選
任
さ
れ
た
。 

第
１
号
議
案 

理
事
長
の
選
任 

 

横
田
真
理
事
が
理
事
長
に
選
任
さ
れ
た
。 

第
２
号
議
案 

副
理
事
長
の
選
任 

 

小
川
芳
宏
理
事
が
副
理
事
長
に
選
任
さ
れ
た
。 

 

講
座
報
告 

「
さ
く
ま
ゆ
み
こ
さ
ん
の 

作
品
を
読
む
（
児
童
書
）」 

日 

時 
 
 

５
月
17
日
（
水
）
10
時
～
12
時 

会 

場 
 
 

熊
本
市
立
図
書
館 

集
会
室 

参
加
者 

 
 

８
名 

担 

当 
 
 

安
田
晶
子 

課
題
本 

 
 

『
ど
う
し
て
ア
フ
リ
カ
？
ど
う
し
て
図

書
館
？
』
さ
く
ま
ゆ
み
こ
著 

あ
か
ね
書
房 

さ
く
ま
さ
ん
の
作
品
は
昔
話
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
伝

記
や
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
２
５
０
点
以
上
あ
り
、

テ
ー
マ
も
多
様
で
あ
る
。
全
体
を
通
し
て
み
る
と
、
異

文
化
理
解
や
社
会
問
題
の
理
解
を
促
す
内
容
、社
会
的
、

身
体
的
な
弱
者
の
視
点
か
ら
の
作
品
で
あ
り
な
が
ら
希

望
の
み
え
る
内
容
、
と
い
っ
た
共
通
点
が
み
ら
れ
る
。

著
作
の『
ど
う
し
て
ア
フ
リ
カ
？
ど
う
し
て
図
書
館
？
』

を
読
む
と
、
異
文
化
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
へ
の
探
究
心
に

あ
ふ
れ
て
、
体
験
す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
伝
わ
っ
て
く

る
。
こ
う
い
っ
た
内
容
の
本
を
読
む
こ
と
は
、
確
か
に

私
た
ち
の
異
文
化
へ
の
窓
を
開
い
て
く
れ
る
。「
人
と
し

て
生
き
る
た
め
に
は
物
語
や
本
が
必
要
」
と
主
張
し
、

実
際
に
ア
フ
リ
カ
の
村
に
図
書
館
を
つ
く
っ
た
経
緯
も

楽
し
く
読
め
る
。
そ
の
行
動
力
が
す
ご
い
。
本
年
１
月

末
に
出
版
さ
れ
た
ジ
ル
・
ル
イ
ス
著
『
パ
ッ
プ
と
い
う

名
の
犬
』（
評
論
社
）
の
野
良
犬
物
語
は
、
原
作
が
２
０

２
１
年
に
発
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
翻
訳
の
早
さ
に
も

驚
か
さ
れ
る
。
代
表
作
と
も
言
え
る
『
ク
ロ
ニ
ク
ル
千

古
の
闇
』シ
リ
ー
ズ
の
題
名
を
英
語
と
比
べ
て
み
る
と
、

日
本
語
の
セ
ン
ス
に
感
服
す
る
。
９
月
に
企
画
し
て
い

る
講
演
会
に
期
待
が
高
ま
る
。 

（
報
告 

安
田
晶
子
） 

【
参
加
者
か
ら
の
さ
く
ま
ゆ
み
こ
訳
本
紹
介
】 

『
カ
マ
キ
リ
と
月
』
マ
ー
グ
リ
ー
ト
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
作

（
福
音
館
書
店
） 

絶
版
に
な
り
そ
う
だ
と
聞
き
、
即

刻
手
に
入
れ
た
。
作
中
の
ア
イ
テ
ム
が
興
味
深
い
。 

『
オ
オ
カ
ミ
族
の
少
年
』ク
ロ
ニ
ク
ル
千
古
の
闇（
１
） 

ミ
シ
ェ
ル
・
ペ
イ
ヴ
ァ
ー
作
（
評
論
社
） 

一
気
に
読

ん
で
し
ま
う
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
。
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
文

章
に
も
引
き
つ
け
ら
れ
る
。 

『
彼
の
名
は
ウ
ォ
ル
タ
ー
』
エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ
作
（
あ

す
な
ろ
書
房
） 

ミ
ス
テ
リ
ー
作
品
で
、ス
リ
ル
満
点
。 

『
わ
た
し
は
、
わ
た
し
』
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・
ウ
ッ
ド
ソ

ン
（
す
ず
き
出
版
）〈
証
人
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉
を
使
い

別
人
と
し
て
生
き
る
人
達
の
物
語
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。 

『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
お
こ
と
わ
り
』
マ
イ
ケ
ル
・
モ
ー

パ
ー
ゴ
作 

マ
イ
ケ
ル
・
フ
ォ
ア
マ
ン
絵（
岩
崎
書
店
） 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
曲
を
演
奏
し
な
い
理
由
が
ナ
チ
ス
強
制

収
容
所
の
悲
劇
に
あ
っ
た
。 

『
ノ
ウ
サ
ギ
の
ム
ト
ゥ
ラ 

南
部
ア
フ
リ
カ
の
む
か
し

ば
な
し
』
ビ
ヴ
ァ
リ
ー
・
ナ
イ
ド
ゥ
ー
作
（
岩
波
書
店
）

南
部
ア
フ
リ
カ
の
昔
話
を
初
め
て
読
ん
だ
。
ト
リ
ッ
ク

ス
タ
ー
の
ム
ト
ラ
が
面
白
い
。 

『
白
い
イ
ル
カ
の
浜
辺
』
ジ
ル
・
ル
イ
ス
作
（
評
論
社
） 

 

底
引
き
網
漁
に
執
着
す
る
ダ
ギ
ー
が
、
海
で
暮
ら
す
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生
き
物
全
て
を
ズ
タ
ズ
タ
に
し
か
ね
な
い
己
の
行
為
を

振
り
返
り
「
真
実
は
い
つ
も
目
の
前
に
あ
っ
た…

見
な

い
よ
う
に
し
て
い
た
ん
だ
」
と
言
う
。
こ
の
表
現
に
は

読
者
を
動
か
す
力
が
あ
る
。 

【
感 

想
】 

・
問
題
が
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
意
識
し
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
、
今
こ
そ
さ
く
ま
さ
ん
の
本
を

読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
子
ど
も
達
に
も
手

渡
し
て
い
き
た
い
。 

・
差
別
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
社
会

問
題
を
描
い
た
数
々
の
本
を
手
に
し
、
感
情
が
揺
さ
ぶ

ら
れ
な
が
ら
も
重
い
気
分
に
な
っ
た
。
翻
訳
す
る
さ
く

ま
さ
ん
は
、
読
者
以
上
に
重
い
も
の
を
感
じ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。 

・
さ
く
ま
さ
ん
は
全
共
闘
世
代
で
あ
る
。
こ
の
頃
に
培

っ
た
考
え
が
、
今
の
活
動
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
安
田
さ
ん
の
報
告
に
首
肯
す
る
。 

・
翻
訳
は
あ
る
文
化
圏
の
習
俗
や
暮
ら
し
を
伝
え
る
側

面
と
読
者
に
わ
か
る
よ
う
に
伝
え
る
側
面
が
あ
る
。
こ

の
二
つ
を
両
立
さ
せ
る
の
は
「
不
可
能
に
近
く
」、
そ
の

狭
間
で
「
た
え
ず
う
ろ
う
ろ
し
な
が
ら
ど
こ
か
に
出
口

を
見
つ
け
な
く
て
は
い
け
な
い
運
命
に
あ
る
の
が
翻
訳

者
」
と
、
さ
く
ま
さ
ん
は
述
べ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
報
告 

堀
畑
真
紀
子
） 

講
座
報
告 

さ
く
ま
ゆ
み
こ
さ
ん
の
作
品
を
読
む―

絵
本 

 

・
日 

時 
 
 

６
月
21
日
（
水
）
10
時
～
12
時 

・
会 

場 
 
 

熊
本
市
立
図
書
館
集
会
室 

・
参
加
者 

 
 

９
人 

・
レ
ポ
ー
タ
ー 

木
村
一
惠 

 <

レ
ポ
ー
タ
ー
よ
り> 

作
品
が
多
い
。
ま
ず
は
、
さ
く
ま
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
に

挙
げ
て
あ
っ
た
１
５
１
冊
の
絵
本
に
つ
い
て
、
コ
メ
ン

ト
を
読
み
、
出
来
る
限
り
の
絵
本
に
目
を
通
し
た
。
さ

く
ま
さ
ん
は
、
本
を
見
つ
け
る
と
き
も
、
翻
訳
を
さ
れ

る
と
き
も
、
ご
自
身
の
確
固
た
る
意
志
を
持
っ
て
作
品

に
向
き
合
わ
れ
て
い
る
。
妥
協
は
さ
れ
な
い
。
原
書
の

表
現
や
言
葉
に
疑
問
が
あ
れ
ば
徹
底
的
に
調
べ
る
。
ど

の
絵
本
に
も
、
子
ど
も
た
ち
、
世
の
中
の
人
た
ち
に
今

こ
そ
届
け
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
こ
も
っ
て
い
る
。 

○
『
お
じ
さ
ん
の
ブ
ッ
シ
ュ
タ
ク
シ
ー
』（
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
・
エ
パ
ン
ニ
ャ
作
、
さ
く
ま
ゆ
み
こ
訳
、
ア
ー
ト
ン
）

（
以
下
、
さ
く
ま
ゆ
み
こ
訳
は
省
略
） 

ア
ー
ト
ン
か
ら
出
て
い
る
ア
フ
リ
カ
の
絵
本
シ
リ
ー

ズ
。
他
５
冊
あ
り
、『
い
ち
ば
ん
の
な
か
よ
し
』『
ア
フ

リ
カ
の
大
き
な
木
バ
オ
バ
ブ
』『
ぼ
く
は
ま
ほ
う
つ
か
い
』

『
ほ
ー
ら
、
こ
れ
で
い
い
！
』『
お
し
ゃ
れ
が
し
た
い
ビ

ン
ト
ゥ
』。
出
版
社
ア
ー
ト
ン
は
今
は
な
い
。
か
つ
て
、

Ｉ
Ｓ
に
捕
ま
っ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
後
藤
健
二
さ
ん
が
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
ま
た
出
し

た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
と
い
う
。「
子
ど
も
た
ち
が

多
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
だ
と
思
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
だ
と
思
う
」
と
さ
く
ま
さ
ん
。
私

は
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
が
主
人
公
の
後
藤
さ
ん
の
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
読
ん
で
い
た
の
で
、
こ
の
つ
な
が
り

に
気
持
ち
が
熱
く
な
っ
た
。
大
人
に
と
っ
て
も
異
文
化

理
解
は
大
切
。
そ
の
土
地
の
生
活
や
文
化
が
熱
気
と
と

も
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
再
販
を
願
う
。 

○
『
ふ
し
ぎ
な
ボ
ジ
ャ
ビ
の
き
』
〜
ア
フ
リ
カ
の
む
か
し

ば
な
し
（
ダ
イ
ア
ン
・
ホ
フ
マ
イ
ア
ー
再
話
、
ピ
ー
ト
・

フ
ロ
ブ
ラ
ー
絵
、
光
村
教
育
図
書
） 

 

昔
話
の
翻
訳
も
多
く
手
が
け
て
い
る
。
夜
、
子
ど
も

た
ち
に
昔
話
を
語
っ
て
聞
か
せ
、
そ
の
な
か
で
社
会
の

決
ま
り
や
価
値
観
や
歴
史
を
伝
え
て
い
く
と
い
う
文
化

が
、
ア
フ
リ
カ
に
あ
る
と
い
う
。 

 

☆
『
ふ
し
ぎ
な
ボ
ジ
ャ
ビ
の
き
』
読
み
聞
か
せ 

 

さ
く
ま
さ
ん
は
、「
ア
フ
リ
カ
の
多
く
の
地
域
は
文
字

を
も
た
ず
、
歴
史
や
叙
事
詩
や
物
語
は
口
伝
え
で
語
り

つ
が
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
社
会
で
は
、
き
ち
ん

と
記
憶
す
る
こ
と
が
生
死
に
か
か
わ
る
く
ら
い
重
要
だ
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っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
。
楽
し
く
笑
い
が

起
こ
る
お
話
に
大
事
な
こ
と
が
詰
ま
っ
て
い
る
。 

○
『
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ホ
ー
キ
ン
グ
〜
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル

の
謎
に
挑
ん
だ
科
学
者
の
物
語
』（
キ
ャ
ス
リ
ー
ン
・
ク

ラ
ル
＆
ポ
ー
ル
・
ブ
ル
ワ
ー
・
文
、
ボ
リ
ス
・
ク
リ
コ

フ
絵
、
化
学
同
人
）
ほ
か 

 

伝
記
が
人
物
の
偉
さ
や
人
並
外
れ
た
頑
張
り
な
ど
だ

け
を
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
弱
点
や
ユ
ー
モ
ア
や
お

茶
目
な
側
面
も
描
こ
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

ま
た
、
幼
い
頃
に
抱
い
た
夢
が
ど
ん
な
ふ
う
に
将
来
に

つ
な
が
っ
て
い
っ
た
か
を
表
現
す
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
で
作
っ
た
絵
本
も
あ
る
。 

○
『
ゆ
き
』（
ユ
リ
・
シ
ュ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
作
、
あ
す
な
ろ

書
房
） 

 

個
人
的
に
好
き
な
絵
本
。
さ
く
ま
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

に
は
「
子
ど
も
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
楽
し
い
と
こ
ろ
と
、

大
人
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
ス
パ
イ
ス
入
り
の
と
こ
ろ
が
重

層
的
に
存
在
し
て
、
含
蓄
の
あ
る
絵
本
」
と
あ
る
。
絵

本
を
開
く
た
び
、
自
分
が
こ
の
絵
本
に
出
て
く
る
大
人

に
な
っ
て
は
い
な
い
か
問
い
か
け
る
。 

○
『
ブ
ル
ン
デ
ィ
バ
ー
ル
』（
ト
ニ
ー
・
ク
シ
ュ
ナ
ー
再

話
、
モ
ー
リ
ス
・
セ
ン
ダ
ッ
ク
絵
、
徳
間
書
店
） 

 

第
２
次
大
戦
中
、
チ
ェ
コ
北
部
テ
レ
ジ
ン
に
あ
っ
た

ナ
チ
ス
の
強
制
収
容
所
で
、
子
ど
も
た
ち
が
上
演
し
て

い
た
オ
ペ
ラ
を
も
と
に
描
か
れ
た
絵
本
。
子
ど
も
た
ち

が
力
を
合
わ
せ
て
悪
者
を
や
っ
つ
け
る
ス
ト
ー
リ
ー
。

ユ
ダ
ヤ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
セ
ン
ダ
ッ
ク
が
思
い
を
込
め

て
描
い
て
い
る
。
歴
史
を
知
る
一
冊
。 

<

参
加
者
よ
り> 

 

▼『
チ
コ
と
き
ん
い
ろ
の
つ
ば
さ
』（
あ
す
な
ろ
書
房
）

は
、
20
年
く
ら
い
前
、
原
書
を
自
分
で
訳
し
て
読
ん
で

い
た
。
今
回
、
さ
く
ま
さ
ん
の
訳
が
あ
る
こ
と
を
知
り

手
に
取
っ
た
。
日
本
語
が
美
し
く
て
す
っ
き
り
と
し
て

い
る
。
今
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
希
望
の
あ
る
絵

本
▼
『
く
ら
や
み
の
な
か
の
ゆ
め
』（
小
学
館
）。
夢
を

追
い
か
け
て
諦
め
な
い
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た

い
▼
『
み
ず
を
く
む
プ
リ
ン
セ
ス
』（
さ
・
え
・
ら
書
房
）

を
読
ん
で
い
て
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
▼
読
み
聞
か

せ
の
原
点
は
、「
こ
の
本
を
子
ど
も
た
ち
に
届
け
た
い
」

と
い
う
思
い
で
は
な
い
か
▼
作
品
を
調
べ
て
い
て
、『
子

ど
も
を
喰
う
世
界
』（
く
ぼ
た
の
ぞ
み
と
共
訳
、晶
文
社
）

に
出
合
っ
た
▼
昔
話
、
環
境
、
伝
記
、
人
権
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
本
を
訳
さ
れ
て
い
て
、
す
ご
い
と
思
っ
た
▼

『
あ
り
が
と
う
、
チ
ュ
ウ
先
生
～
わ
た
し
が
絵
か
き
に

な
っ
た
わ
け
』（
岩
崎
書
店
）
は
学
校
の
図
書
室
に
置
き

た
い
▼
知
識
欲
が
む
く
む
く
と
湧
い
て
き
た
▼『
ゆ
き
』

で
思
い
出
し
た
の
は
、
雪
が
降
っ
て
き
て
子
ど
も
た
ち

が
教
室
で
ざ
わ
ざ
わ
と
し
た
ら
、先
生
が「
気
が
散
る
」

と
言
っ
た
と
い
う
話
▼
楽
し
い
本
を
読
み
た
い
と
思
っ

て
、『
お
い
し
そ
う
な
バ
レ
エ
』（
徳
間
書
店
）、『
ラ
イ

オ
ン
を
か
く
す
に
は
』（
ブ
ロ
ン
ズ
新
社
）、『
ス
ニ
ッ
ピ

ー
と
ス
ナ
ッ
ピ
ー
』（
あ
す
な
ろ
書
房
）を
読
ん
だ
▼「
ロ

イ
ス
・
レ
ン
ス
キ
ー
の
四
季
の
絵
本
」
４
冊
（
あ
す
な

ろ
書
房
）
と
『
か
え
る
だ
ん
な
の
け
っ
こ
ん
し
き
』（
光

村
教
育
図
書
）
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
と
ぼ
ち
ぼ
ち
読
ん

で
い
き
た
い
▼
現
状
に
対
す
る
反
発
心
が
若
い
頃
か
ら

脈
々
と
あ
る
の
で
は
な
い
か
▼
『
風
が
吹
く
と
き
』（
あ

す
な
ろ
書
房
）。原
爆
が
落
と
さ
れ
て
も
国
家
を
信
用
し

て
い
る
老
夫
婦
を
批
判
し
て
い
る
が
、
自
分
は
そ
の
夫

婦
を
笑
え
な
い
。 

 

た
く
さ
ん
の
絵
本
が
、
窓
を
開
け
て
世
界
を
見
る
こ

と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
た
。 （

報
告 

木
村
一
惠
） 

 報
告 

「
子
ど
も
と
大
人
の
読
書
会
」 

日 

時 

５
月
28
日
（
日
）
10
時
～
12
時 

場 

所 

オ
ン
ラ
イ
ン
会
合
（
Ｚ
０
０
Ｍ
） 

参
加
者 

12
人
＝
小
学
４
年
生
３
人
／
中
学
２
年
生
４

人
／
大
人
５
人 

司
会 

興
津
暁
子 
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●
小
学
生
の
部 

『
十
年
屋 

時
の
魔
法
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？
』 

（
廣
嶋
玲
子 

作
、
静
山
社
） 

小
学
生
Ａ 
主
人
公
た
ち
は
自
分
の
寿
命
１
年
を
削
っ

て
魔
法
使
い
に
大
事
な
も
の
を
預
け
る
。
そ
の
気
持
ち

の
強
さ
に
驚
い
た
。
私
な
ら
寿
命
１
年
は
絶
対
払
え
な

い
。
い
ち
ば
ん
好
き
な
話
は
「
悔
や
み
の
指
輪
」。
友
だ

ち
２
人
が
盗
ん
だ
指
輪
と
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
そ
れ
ぞ
れ

十
年
屋
に
預
け
て
い
て
、
１０
年
後
に
仲
直
り
す
る
と
こ

ろ
が
素
敵
。 

小
Ｂ 

「
残
さ
れ
た
時
計
」
が
面
白
か
っ
た
。
お
じ
い

さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い
て
、
時
計
職
人
を
目

指
す
こ
と
に
し
た
ジ
ン
は
、
灰
色
の
人
生
を
送
っ
て
い

た
最
初
の
ジ
ン
と
は
全
く
違
う
か
ら
。 

小
Ｃ 

大
好
き
な
白
う
さ
ぎ
を
預
け
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
「
懐
か
し
の
白
う
さ
ぎ
」
の
女
の
子
に
同
情
し
た
。

私
だ
っ
た
ら
耐
え
ら
れ
な
い
。 

大
人
Ｄ 

「
残
さ
れ
た
時
計
」
の
お
じ
い
さ
ん
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
感
動
し
て
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。 

大
Ｅ 

寿
命
１
年
を
払
う
の
は
勘
弁
だ
が
、
登
場
人
物

が
そ
れ
ぞ
れ
重
い
決
断
を
す
る
こ
と
で
物
語
に
深
み
が

出
て
い
る
。 

大
Ｆ 

と
て
も
気
に
入
り
シ
リ
ー
ズ
全
巻
を
読
ん
だ
。

時
間
が
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
考
え
方
が
一
貫
し
て

流
れ
て
い
る
。
十
年
屋
の
「
琥
珀
色
の
目
」
に
は
数
千

万
年
も
生
き
て
い
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
。 

大
Ｇ 

若
い
２
人
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
が
美
し
い
「
約

束
の
雪
だ
る
ま
」に
惹
か
れ
た
。「
残
さ
れ
た
時
計
」で
、

お
じ
い
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
ん
だ
ジ
ン
が
新
た
な

人
生
を
踏
み
だ
す
シ
ー
ン
に
も
感
動
し
た
。 

大
Ｈ 

他
の
大
人
と
同
じ
よ
う
に
約
束
の
雪
だ
る
ま
と

残
さ
れ
た
時
計
、
そ
し
て
エ
ピ
ロ
ー
グ
が
よ
か
っ
た
。 

大
Ｅ 

払
っ
た
寿
命
は
何
か
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。 

小
Ａ 

魔
法
使
い
の
寿
命
に
し
て
い
る
の
で
は
。 

小
Ｂ 

カ
ラ
シ
と
寿
命
を
分
け
合
っ
て
い
る
の
か
も
。 

 

小
Ｃ 

み
ん
な
を
幸
せ
に
す
る
た
め
に
使
っ
て
い
る
。 

大
Ｆ 

預
か
っ
た
も
の
を
同
じ
状
態
に
保
つ
た
め
に
使

う
、
と
あ
と
の
巻
に
書
か
れ
て
い
た
。 

●
中
学
生
の
部 

『
ぼ
く
ら
の
七
日
間
戦
争
』 

（
宗
田
理
著
、
角
川
文
庫
／
ポ
プ
ラ
社
） 

中
学
生
Ｉ 

今
の
中
学
生
は
工
場
に
籠
城
し
た
り
は
し

な
い
が
、
悪
い
大
人
に
反
抗
す
る
あ
の
時
代
の
中
学
生

の
行
動
力
に
あ
こ
が
れ
た
。 

中
Ｊ 

安
田
講
堂
や
全
共
闘
と
は
何
か
と
調
べ
て
み
た

ら
、
深
刻
な
社
会
問
題
だ
っ
た
と
分
か
り
、
中
学
生
の

覚
悟
を
感
じ
た
。
巨
大
迷
路
を
つ
く
っ
て
先
生
た
ち
を

懲
ら
し
め
る
と
こ
ろ
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。 

中
Ｋ 

中
学
生
が
学
校
の
不
自
由
さ
を
理
由
に
工
場
に

た
て
こ
も
る
と
い
う
展
開
が
興
味
深
か
っ
た
。
僕
だ
っ

た
ら
、
反
発
し
た
ら
口
で
言
う
か
な
。 

中
Ｌ 

下
水
道
を
使
っ
て
工
場
か
ら
公
園
に
抜
け
出
す

の
は
、
臭
い
け
れ
ど
や
っ
て
み
た
い
。 

大
Ｈ 

学
校
や
先
生
に
反
発
す
る
こ
と
は
あ
る
？ 

中
Ｋ 

し
た
い
こ
と
が
時
々
で
き
な
い
と
き
。 

中
Ｌ 

先
生
に
急
か
さ
れ
る
と
イ
ラ
イ
ラ
す
る
。 

中
Ｉ 

あ
ま
り
な
い
。
た
だ
、
体
育
大
会
の
リ
ー
ダ
ー

格
の
友
だ
ち
が
、
競
技
に
勝
て
な
い
こ
と
を
理
由
に
先

生
に
注
意
さ
れ
、
反
発
し
て
い
た
。 

中
Ｊ 

休
み
時
間
に
友
達
が
ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
て
く

る
と
イ
ラ
っ
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

大
Ｈ 

誘
わ
れ
た
ら
籠
城
に
参
加
す
る
？ 

中
Ｉ 

分
か
ら
な
い
。
親
と
喧
嘩
し
て
い
た
ら
行
く
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
行
っ
た
と
し
て
も
宇
野
の
よ
う

な
暴
言
は
親
に
吐
か
な
い
。 

中
Ｌ 

Ｉ
君
と
同
じ
。親
に
過
激
な
暴
言
は
吐
か
な
い
。 

中
Ｋ 

行
か
な
い
か
な
。
で
も
、
本
に
出
て
く
る
協
力

者
の
よ
う
な
こ
と
は
す
る
か
も
し
れ
な
い
。 

中
Ｊ 

う
ち
の
学
校
は
先
生
が
優
し
い
の
で
、
行
く
理

由
が
な
い
。
榎
本
の
よ
う
な
教
師
が
い
れ
ば
別
だ
が
。 

大
Ｄ 

出
て
く
る
大
人
が
嫌
な
ヤ
ツ
が
多
く
て
、
あ
な

た
の
周
り
は
こ
ん
な
嫌
な
大
人
は
い
な
い
よ
ね
と
子
ど

も
に
聞
い
て
し
ま
っ
た
。
自
分
が
子
ど
も
の
頃
は
体
罰
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が
普
通
に
あ
っ
た
。
今
の
先
生
は
優
し
く
て
、
時
代
が

変
わ
っ
た
と
感
じ
る
。 

大
Ｅ 
１
９
８
５
年
の
出
版
で
、
こ
の
本
の
親
た
ち
は

全
共
闘
世
代
。
僕
は
そ
れ
よ
り
は
10
歳
位
後
の
世
代
だ

が
、
大
学
に
は
過
激
派
が
残
っ
て
い
て
雰
囲
気
は
分
か

る
。
自
分
の
中
学
時
代
は
部
活
動
一
色
。
高
校
も
校
則

が
緩
く
反
抗
し
よ
う
と
い
う
気
は
起
き
な
か
っ
た
。
高

１
の
時
、
友
人
と
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
旅
行
を
し
た
こ
と
が

あ
り
、
こ
の
本
の
中
学
生
と
似
た
高
揚
感
を
感
じ
た
。 

大
Ｆ 

80
年
代
は
校
内
暴
力
の
時
代
か
ら
管
理
教
育

に
移
っ
た
こ
ろ
。
生
徒
を
締
め
付
け
て
授
業
を
成
り
立

た
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
に
反
発
し
て
子
ど
も
達
は
立

ち
上
が
っ
た
と
思
う
。
知
恵
を
絞
っ
て
社
会
に
立
ち
向

か
う
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
た
く
な
っ
た
。 

大
Ｇ 

私
も
応
援
し
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

た
。
印
象
に
残
っ
た
の
は
瀬
川
さ
ん
。
子
ど
も
達
に
「
戦

争
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
行
く
な
」
と
い
う
。

今
こ
そ
そ
の
願
い
が
読
者
に
伝
わ
っ
て
ほ
し
い
し
、
戦

争
を
阻
止
す
る
の
が
大
人
の
務
め
だ
。 

大
Ｈ 

子
ど
も
の
味
方
が
社
会
的
弱
者
で
あ
る
瀬
川
さ

ん
や
女
性
の
保
健
教
師
で
あ
る
こ
と
が
印
象
的
。
戦
争

は
ダ
メ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
強
烈
だ
っ
た
。
こ
の
本

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
解
放
」。
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
立
て

こ
も
り
で
あ
り
、
Ｋ
く
ん
た
ち
に
と
っ
て
は
言
葉
な
の

だ
ろ
う
。
中
学
時
代
は
、
親
や
先
生
の
言
う
こ
と
を
信

じ
て
い
た
が
、
い
ま
振
り
返
る
と
管
理
さ
れ
て
い
た
。

子
ど
も
達
に
任
せ
た
ら
秩
序
は
乱
れ
る
の
か
。
制
服
は

な
ぜ
あ
る
の
か
。
当
た
り
前
を
当
た
り
前
と
思
わ
な
い

こ
と
も
必
要
。 

中
Ｉ 

ぼ
く
た
ち
と
大
人
で
読
み
方
、
受
け
止
め
方
が

違
う
の
に
驚
い
た
。 

中
Ｌ 

全
共
闘
と
い
う
言
葉
も
知
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

あ
ま
り
関
わ
り
た
く
な
い
と
思
っ
た
。 

中
Ｋ 

自
分
た
ち
の
世
代
と
他
の
世
代
と
の
考
え
方
の

違
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。 

大
Ｅ 

小
中
学
生
は
、
純
粋
に
い
ま
や
り
た
い
こ
と
を

や
れ
ば
い
い
。
そ
こ
に
阻
害
要
因
が
生
じ
た
ら
、
な
ぜ

で
き
な
い
の
か
と
主
張
し
て
ほ
し
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
報
告 

横
田
恵
美
） 

※
紙
幅
の
都
合
で
記
録
を
大
幅
に
圧
縮
し
ま
し
た
。 

Ｈ
Ｐ
の
「
会
員
の
広
場
」
に
完
全
版
が
あ
り
ま
す
。 

 

報
告 

研
究
会
活
動
検
討
会(

第
２
回) 

日 

時 

６
月
11
日
（
日
）
10
時
～
11
時
15
分 

場 

所 

オ
ン
ラ
イ
ン
会
合 

参
加
者 

５
人 

４
～
５
月
の
活
動
や
40
周
年
記
念
公
開
講
座
、「
グ

リ
ム
童
話
の
魅
力
」、
び
わ
の
木
文
庫
開
庫
、
各
種
助
成

金
へ
の
応
募
検
討
な
ど
を
中
心
に
話
し
合
っ
た
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
び
わ
の
木
」
活
動
報
告 

 

５
月
18
日
（
木
）、
県
立
図
書
館
の
赤
ち
ゃ
ん
の
お

は
な
し
会
「
よ
ち
よ
ち
あ
ん
よ
」
に
倉
岡
さ
ん
と
古
上

で
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

人
数
制
限
の
あ
る
な
か
、
３
組
の
親
子
（
大
人
３
名
・

乳
児
２
名
・
幼
児
２
名
）
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
始

ま
り
の
「
ろ
う
そ
く
の
う
た
」
で
は
、
元
気
な
男
の
子

が
リ
ー
ド
し
て
く
れ
て
、
場
が
ほ
ぐ
れ
良
い
雰
囲
気
で

始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
の
ひ
ざ
の

上
で
抱
か
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
や
手
袋
人

形
、
絵
本
に
釘
付
け
で
す
。
そ
の
集
中
力
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
絵
本
の
『
ぺ
ん
ぎ
ん
た
い
そ
う
』
で
は
、

い
っ
し
ょ
に
体
を
動
か
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
か
わ

い
い
動
き
に
私
た
ち
も
に
ん
ま
り
。わ
ら
べ
う
た
で
は
、

シ
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
遊
び
ま
し
た
。
シ
フ
ォ
ン
の
肌
触

り
も
気
に
入
っ
て
く
れ
、
ふ
れ
あ
い
の
ひ
と
と
き
を
楽

し
み
ま
し
た
。 

 
       

（
報
告 

古
上
美
智
代
） 

今
後
の
「
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
日
程
（
予
定
） 

・
９
月
11
日
（
月
）
13
時
～
13
時
30
分 

 

熊
本
大
学
教
育
学
部
附
属
支
援
学
校
（
中
学
部
） 

・
９
月
15
日
（
金
）
11
時
～
11
時
20
分 

 

熊
本
市
立
図
書
館
（
１
・
２
歳
児
） 



8 

 

７
月
、
８
月
、
９
月
の
講
座
・
会
合
の
案
内 

〇
び
わ
の
木
文
庫
開
庫 

７
月
29
日
（
土
）
／
９
月
９
日
（
土
）
13
時
～
17
時 

○
講
座
・
実
演 

お
話
の
小
道
具
製
作 

日
時 

８
月
６
日
（
日
） 

 
 

10
時
～
12
時 
製
作 

 
 

13
時
～
15
時 

製
作
小
道
具
を
使
っ
て
実
演 

会
場 

市
民
会
館
シ
ア
ー
ズ
ホ
ー
ム
夢
ホ
ー
ル 

 
第
１
会
議
室 

〇
研
究
会
活
動
検
討
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

日
時 

８
月
20
日
（
日
）
10
時
～
12
時 

○
講
座
「
グ
リ
ム
童
話
の
魅
力
」（
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

日
時 

８
月
27
日
（
日
）
10
時
～
12
時 

○
子
ど
も
と
大
人
の
読
書
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

日
時 

９
月
３
日
（
日
）
10
時
～
12
時 

〇
４０
周
年
記
念
公
開
講
座 

講
師 

さ
く
ま
ゆ
み
こ
さ
ん 

日
時 

９
月
10
日
（
日
）
10
時
～
12
時 

会
場 

熊
本
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
10
階
会
議
室
７ 

申
し
込
み
等
は
２
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
願
い
ま
す
。 

○
講
座 

田
口
祐
子
さ
ん
の
お
は
な
し
会 

日
時 

９
月
20
日
（
水
）
10
時
～
12
時 

会
場 

熊
本
市
立
図
書
館
集
会
室 

★
講
座
参
加
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
講
座

名
、
参
加
者
の
お
名
前
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
メ

ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
お
越
し
に
な
る
前
に

必
ず
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
場
所
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

メ
ー
ル 

kouza@kodomonohon.org 

★
オ
ン
ラ
イ
ン
会
合
へ
の
参
加
希
望
者
は
左
記
宛
に
ご

連
絡
願
い
ま
す
。 zoom@kodomonohon.org 

 

本
は
と
も
だ
ち
！ 

 

最
近Kindle 
Unlimited 

(

月
９
８
０
円)

を
利
用

し
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
も
本
を
読
ん
で
い
ま
す
。
気
に
な
っ

て
い
た
『
天
山
の
巫
女
ソ
ニ
ン
』
の
第
１
巻
を
読
ん
だ

後
、
児
童
書
で
ど
ん
な
本
が
あ
る
か
な
と
検
索
し
て
見

つ
け
た
の
が
『
賢
者
の
書
』（
喜
多
川
泰
著
）
で
し
た
。

喜
多
川
氏
の
本
は
こ
れ
ま
で
読
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
こ
の
本
を
読
ん
で
は
ま
っ
て
し
ま
い
、
月

極
契
約
内
で
読
め
る『
株
式
会
社
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
社
』、

『
手
紙
屋
～
僕
の
就
職
活
動
を
変
え
た
十
通
の
手
紙
～
』

を
続
け
様
に
読
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

『
賢
者
の
書
』
は
サ
イ
ー
ド
と
い
う
若
者
が
９
名
の

賢
者
と
の
対
話
を
通
し
て
「
賢
者
」
に
な
る
方
法
（
人

生
の
生
き
方
）
を
学
ん
で
い
く
話
し
で
す
。
そ
こ
で
彼

が
学
ん
で
い
く
「
ま
ず
は
行
動
す
る
」、「
今
や
れ
る
こ

と
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
」、「
自
分
の
時
間
を
金
の
た

め
で
な
く
価
値
あ
る
と
思
う
こ
と
に
投
資
す
る
」、「
他

人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
な
ど
は
、
自
分
自

身
も
公
務
員
・
会
社
員
人
生
を
通
し
て
心
が
け
、
そ
れ

に
よ
り
多
く
の
満
足
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
私
自
身
が
若
い
人
た
ち
に
機
会
が
あ
れ
ば

伝
え
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
、
賢
者
達
が
サ
イ

ー
ド
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

く
れ
て
お
り
、
若
い
人
た
ち
に
読
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
同
時
に
、
私
が
こ
れ
ま
で
は
意
識
せ
ず
、

実
践
で
き
て
い
な
か
っ
た
、「
自
尊
心
と
多
尊
心
を
持

つ
」、「
日
々
使
う
自
分
の
言
葉
を
大
切
に
す
る
」
と
い

う
教
え
な
ど
も
あ
り
、
私
自
身
に
と
っ
て
も
新
し
い
良

い
気
づ
き
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

喜
多
川
氏
の
本
は
、物
語
の
展
開
を
楽
し
み
な
が
ら
、

人
生
の
生
き
方
に
関
す
る
教
訓
も
得
ら
れ
る
、
一
読
で

二
度
美
味
し
い
本
で
す
。
び
わ
の
木
文
庫
に
も
入
れ
る

よ
う
に
い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
下
さ
い
。 

（
横
田 

真
） 

■
編
集
＝
金
子
・
上
林
・
横
田 

《
イ
ラ
ス
ト
》
安
田 

     
 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

熊
本
子
ど
も
の
本
の
研
究
会 

発
行 

〒
８
６
１‐

８
０
２
９ 

 

熊
本
市
東
区
西
原
１
丁
目
15
の
24 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
６
（
３
８
２
）
５
０
９
０ 

 


